


	

 

 

２．バーチャルリアリティ(VR)を使った空間画像データの制作について 

撮影箇所：  

法政大学 55/58 年館  

所在地：東京都千代田区富士見 2-17-1 

設計：大江宏 

着工年： 55 年館 1953 年 8 月、58 年館 1956 年 11 月 

竣工年: 55 年館 1955 年 1 月、58 年館 1958 年 5 月、第 II58 年館 1958 年 

状 況:解体(2016 年)・建替 

受賞歴：1958 年 日本建築学会賞（作品）、1960 年一般社団法人日本建設業連合会 ＢＣＳ賞、 

文部科学省（旧 文部省） 1959 年 文部大臣賞芸術選 

55 年館は、戦後の法政大学を代表する校舎で、学内で最も古い建物であった。58 年館とは一体に

なっており、地上 7 階地下 1 階建て。55 年館、及び 58 年館ともに当時工学部教授であった大江宏

が設計した。 

スロープが特徴的で先進的な設計をしており、58 年館とともに第 10 回日本建築学会賞作品賞、

1960 年に第 1 回 BCS 賞を受賞している。各館ともそのディテールも大変興味深い素材やデザインが

とりこまれているため、出来るだけ詳細な撮影を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



	

 

本郷「朝陽館本家」 

所在地：東京都 文京区本郷 1 

設計：不明。 

竣工年: 1904 年(明治 37)年頃 

受  賞：不明 

現況：解体(2016 年)・建替（廃業） 

明治時代創業、著名な文化人にも愛された東京・本郷の老舗旅館「朝陽館本家（ちょうようかんほん

け）」。本郷が旅館街だったころの記憶をいまに伝える貴重な建物として解体に際し見学会やフィー

ルドワーク、実測調査などの記録や取材が重ねられた。 

最盛期には百軒が立ち並んだという旅館街であった地域もこの「朝陽館本家」と平成 12 年に本館が

登録有形文化財となった「鳳明館」とのみが残っていた。「朝陽館本家」解体跡地には、高層マンショ

ンに建て替えられる予定で、町の景色はさらに大きく変わることとなった。 

「朝陽館本家」は、岐阜県から上京した初代創設者が学生下宿から始め、その成功に刺激された親

類や同郷の人たちが次々と集まり旅館を始め、本郷が文化人や学生らに愛される旅館街となったと

言われる。 

関東大震災、空襲にも耐えた建物であり、その後は改装も重ね部屋ごとに内装が違うなど趣ある建

物となっていた。江戸時代の旗本屋敷跡四百坪の敷地で木造モルタル二階建て。五十畳の大広間、

客室が四十五室というたてものであった。 

漫画家手塚治虫氏も利用した部屋がエッセイに「本郷の旅館」として登場した。近年は地下にある半

露天の浴場はアイドルタレントの撮影に使われた。 

旅館としての営業には問題がなかったが、都市計画の変更で高層マンションが林立するようになり、

近所に五軒あった旅館はすべて廃業。町の景色も変貌をとげている。2020 年のオリンピック等での

客足の増加も想定されるが、設備工事、修繕等も任せられる業者がいなくなってしまったことも問題と

なり解体に踏み切ったと言われている。当時の面影を残す室内を中心に撮影。 

 

 
 



	

 

最終成果物 

 
 
特に法政大学についてや、多様な箇所を撮影したため、建物の簡易図面に撮影箇所を落とし込み、

クリックすることでその箇所の写真が表示されるようなインターフェースにまとめた Web サイトに表示さ

れている。 

 
 
３．その他資料のデジタルデータ化作業成果 

建築関連団体の受賞作品その他著名建築作品の緒言データ整備 

これまで DAAS で収録した 1 万点の建築資料については、建築関連団体の受賞作品や著名な建築

作品についての貴重な資料である。しかし、その膨大な資料から検索をする為の緒言情報（メタデー

タ）については、建物の施工年が古いものや収録時の情報の不備等々があり、特に重要な建物の位

置情報・住所情報は整備ができていない。 

また現況（取り壊し、改築、移転、所在地の市町村合併等）確認も必要と考え、建物の現況と住所表

記のデータ化に着手。価値ある建物の正確な所在地のデータ情報を整備する 

最終成果物 

前年度、合計 2788 件の住所・緯度経度の入力の確認を行ったが、機械的な検索等による、緯度

経度の誤差も多く見られ再度の見直しが必要となった。全体で 2900 件のデータについて全て見

直しをおこなったが、そのうち、旧住所表記（1950〜80 年代竣工の建物情報や、古い書籍の情報

の写しであるため）、緯度経度情報の検索が全くできない、などの情報も多く、改めて再調査の優

先度を決め「再確認のみ」としてよい情報、「詳細な調査が必要な情報」等々に内容を振り分けし



	

 

た。再調査の優先度が高い物は、優先度“高”としその中でも「県外の緯度経度をさしている」もの

「住所が不完全な表記」等により段階をわけ、優先度の高い物から再調査対象としたが、その件

数だけで約 1100 件となり、その他「コンペ等の情報のため、詳細の緯度経度が不明」「調査を行

った物」等々の再確認も同様に行い、2900 件の情報を整理した。再調査し、整理された緒言情報

は、DAAS-Web サイトに反映。これにより検索機能の「地図検索」についての精度をあげることが

できた。東京都などの建物が密集する地区では、周辺建物とともに著名建築の所在地を検索が

できることとなった。このデータ化により、各地域の建物の見学・観光・町歩きなど新たな Web サイ

トの利用方法、活用方法などが見込まれる。 

 

 

4.以上のコンテンツ掲載に必要なWEBサイトの機能追加 
 

以上の事業成果の Web サイト掲載にかかるシステムの機能追加、機能修正、新規ページの作成等を行った。 

 

 



資料５

（単位：円）

予算額 参考:第11期予算額

Ⅰ. 事 業 活 動 収 支 の 部

事　業　活　動　収　入

6,090,000 6,090,000

企業会員 4,060,000 4,060,000

団体会員 2,000,000 2,000,000

学術・教育機関会員 30,000 30,000

個人会員 0 0

3,050,000 3,050,000

Webコンテンツ作成事業 3,000,000 3,000,000

コンテンツ有償利用料 50,000 50,000

　 0

受取利息 0 0

雑収入 0 0

事　業　活　動　収　入　計 9,140,000 9,140,000

事　業　活　動　支　出

4,520,000 5,150,000

WEBサイト改修委託支出 550,000 550,000

イベント事業支出

コンテンツ整備事業支出 100,000 600,000

サーバ管理委託費 870,000 850,000

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用 880,000 880,000

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用 440,000 440,000

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作 1,200,000 1,200,000

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備とコンテンツ制作 300,000 300,000

Webコンテンツ作成事業/その他経費 180,000 180,000

広報事業 0 150,000

保守費支出 0 0

　 6,008,000 6,008,000

事務所経費 0

人件費 4,080,000 4,080,000

法定福利費 700,000 700,000

旅費交通費支出 230,000 230,000

機材費支出 50,000 50,000

通信運搬費支出 250,000 250,000

渉外費支出 0 0

会議費（含総会）支出 465,000 465,000

租税公課支出 0 0

会計士外部委託費支出 173,000 173,000

雑費支出 60,000 60,000

事　業　活　動　支　出　計 10,528,000 11,158,000

事　業　活　動　収 支 差 額 △ 1,388,000 △ 2,018,000

Ⅱ. 投 資 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 収 入

修繕引当預金取崩収入 0 0

その他固定資産取得収入 0 0

0 0

投 資 活 動 支 出

修繕引当預金取得支出 0 0

その他固定資産取得支出 0 0

0 0

投　資　活　動　収 支 差 額 0

Ⅲ. 財 務 活 動 収 支 の 部

財 務 活 動 収 支 差 額 0 0

Ⅳ. 予 備 費 支 出

予備費支出 3,859,022 3,729,621

当 期 収 支 差 額 △ 5,247,022 △ 5,747,621

前 期 繰 越 収 支 差 額 5,247,022 5,747,621

次 期 繰 越 収 支 差 額 0 0

注）この予算書は消費税込みで計算しております
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第12期（2017-2018年） 収支予算

2017年10月1日から　2018年9月30日まで

科目

投  資　活　動　収　入　計

１.　事業費支出

0

0

0

0

１.　会費・入会金収入

投  資　活  動  支　出　計

２.　管理費支出

３.　その他収入

２.　事業収入

0





 

 

 

監 査 報 告 書  
 

 

 

 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム規約第 15 条第 4 項の規定に基づき、建

築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアムの第 11 期（2016-2017 年度 2016 年 10 月 1

日から 2017 年 9 月 30 日まで）の業務報告書、収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対

照表及び財産目録について監査を行った結果、正確かつ適正であることを認めます 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般社団法人 住宅生産団体連合会 会長 

和田 勇  印 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般財団法人 日本建築センター 理事長 

橋本 公博  印 
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議案２ 第 12 期（2017-2018 年）事業計画（案） 

及び収支予算（案）について 
 

 

 

資料４ 第 12 期（2017-2018 年）事業計画（案） 

資料５ 第 12 期（2017-2018 年）収支予算（案） 



 

第 12 期（2017-2018 年）事業計画（案） 

 

1. 基本方針 

DAAS の基本活動の「Web サイト等基本システムの維持・管理」、「収蔵データの維持・保全」

を通じて、公益的活動を継続する。活動にあたり、運営委員会の下に設置した「企画運営部会」

の検討により事業を推進する。 

なお、第 11 期からの継続事業については、第 12 期での実施を目指す。 

 

2. 事業計画 

(1) Web サイト等基本システムの維持・管理 

DAAS-Web サイト、DAAS 基本システムの安定的な稼働体制を維持・継続する。サーバ

保守業者による、サーバ OS、周辺アプリケーションのセキュリティー対策プログラムを定

期的に適用し、引き続きサーバ環境のセキュリティー対策を行う。 

 

(2) 収蔵データの維持・保全 

「高精細画像データ」の事務局内保管分及び、遠隔地保管によるさらなる冗長性を確

保する体制を継続する。新規収蔵コンテンツがあった場合には、同様の維持・保全措

置を講ずる。 

 

(3) 「企画運営部会」を中心とした事業推進と、運営体制安定化・強化策等に係る検討 

「企画運営部会」を中心とした事業推進、運営委員会との連携、今後の DAAS 活動に

資する検討や、一層の運営基盤安定化検討へ向けた体制を確立する。 

①	運営基盤の安定化方策検討（継続） 

(ア) 今後の運営方針の選択肢検討 

(イ) 他機関との連携に関する事項、等 

②事業計画に基づく事業実施や企画検討 

③その他、運営委員会承認事項の事前検討 等 

 

(4) コンテンツの整備 

動画収録、デジタルデータ作成 

第 11期同様、国庫補助金を活用したコンテンツを整備する。対象コンテンツは「企画

運営部会」において検討するものとし、予算、納期等を考慮しつつ、実施可能なもの

から具体作業に着手する。 

［前期より継続：コンテンツ整備事業（予定）※企画運営部会にて継続検討］ 

・団体等受賞作品の収蔵 

・動画収録（DAAS 収蔵作品の建築家、写真家等） 

・VR（ヴァーチャルリアリティ）を利用した空間画像データ 

資料４ 



 

(5) Web サイトの改善 

新規コンテンツ収蔵に必要な機能追加、検索機能の改善のための機能追加を実施。

「(4)新規コンテンツの整備」と連動し、第 11 期よりの継続事業とする。 

 

(6) その他 

①DAAS 認知度向上等へ向けた広報等に係る活動 

②その他 DAAS の目的に資する活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





資料５

（単位：円）
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学術・教育機関会員 30,000 30,000
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Webコンテンツ作成事業 3,000,000 3,000,000

コンテンツ有償利用料 50,000 50,000
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受取利息 0 0
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4,520,000 5,150,000

WEBサイト改修委託支出 550,000 550,000

イベント事業支出

コンテンツ整備事業支出 100,000 600,000

サーバ管理委託費 870,000 850,000

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用 880,000 880,000

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用 440,000 440,000

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作 1,200,000 1,200,000

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備とコンテンツ制作 300,000 300,000

Webコンテンツ作成事業/その他経費 180,000 180,000

広報事業 0 150,000

保守費支出 0 0

　 6,008,000 6,008,000

事務所経費 0

人件費 4,080,000 4,080,000

法定福利費 700,000 700,000

旅費交通費支出 230,000 230,000

機材費支出 50,000 50,000

通信運搬費支出 250,000 250,000

渉外費支出 0 0

会議費（含総会）支出 465,000 465,000

租税公課支出 0 0

会計士外部委託費支出 173,000 173,000

雑費支出 60,000 60,000

事　業　活　動　支　出　計 10,528,000 11,158,000

事　業　活　動　収 支 差 額 △ 1,388,000 △ 2,018,000

Ⅱ. 投 資 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 収 入

修繕引当預金取崩収入 0 0
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Ⅳ. 予 備 費 支 出
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当 期 収 支 差 額 △ 5,247,022 △ 5,747,621

前 期 繰 越 収 支 差 額 5,247,022 5,747,621
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注）この予算書は消費税込みで計算しております
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資料６ 会員名簿変更について 

 

資料７ 規約第７条第４項に基づく指定代表者の 

 変更について 

 

 





 
建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS） 

会員名簿 
 
（順不同	 敬称略） 

槇	 	  文彦（建築家） 
竺	 	  覚暁（金沢工業大学教授	 金沢工業大学建築アーカイヴス研究所顧問） 
隈	 	  研吾（建築家） 
六角	  鬼丈（建築家） 
難波	  和彦（建築家） 
古谷	  誠章（一般社団法人	日本建築学会	会長）	
三井所	清典（公益社団法人	日本建築士会連合会	会長）	

大内	 	達史（一般社団法人	日本建築士事務所協会連合会	会長）	

六鹿	 	正治（公益社団法人	日本建築家協会	会長）	

押味	 	至一（一般社団法人	日本建設業連合会	副会長）	

和田	    勇（一般社団法人	住宅生産団体連合会	会長）	
橋本			公博（一般財団法人	日本建築センター	理事長）	

井上   俊之（一般財団法人 ベターリビング 理事長） 
吉田	  信之（株式会社 新建築社 代表取締役） 
清水	  琢三（五洋建設株式会社 代表取締役社長） 
山口	  俊男（株式会社 奥村組 取締役専務執行役員） 
千鳥	 	義典（株式会社	日本設計	取締役	社長）	

成川   哲夫（新日鉄興和不動産株式会社 取締役相談役） 
鈴木	  章夫（前田建設工業株式会社 執行役員 建築事業本部	 建築設計担当） 
栗山	  茂樹（清水建設株式会社	 専務執行役員	 設計本部長） 
内山	 	和哉（積水ハウス株式会社	常務執行役員	 東京支社長） 
河野	  晴彦（大成建設株式会社 常務執行役員	 設計本部長） 
菅	    順二（株式会社 竹中工務店  執行役員	 設計本部長） 
亀井	  忠夫（株式会社 日建設計 代表取締役社長） 
山本	 	朋生（株式会社	大林組	 執行役員設計本部長）	

尾崎	  	 勝（鹿島建設株式会社 専務執行役員 建築設計本部長） 
副島	  伸一（住友不動産株式会社東京東ビル事業部長） 
田中	  孝典（株式会社 山下設計 代表取締役社長） 
大堀	 	正博（三井不動産株式会社	建設企画部長）	

碓氷	  辰男（東京建物株式会社 常務取締役） 
村井	  	 純（慶應義塾大学 環境情報学部長） 
西生	  一次（株式会社 日建学院 代表取締役社長） 
南川	  陽信（大和ハウス工業株式会社	 執行役員	 技術本部住宅系設計推進部長） 
森高	  英夫（一般社団法人 日本建築構造技術者協会 会長） 
鈴木	  眞生（公益財団法人 建築技術教育普及センター 理事長） 
野部	 	達夫（一般社団法人	建築設備技術者協会	会長）	
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS）法人会員指定代表者変更 
（建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム規約	 第７条第４項	 関係） 

 
 

（敬称略） 
  

■	企業会員 

 

大成建設株式会社 

〈変更前〉 河野	 晴彦 （常務執行役員	 設計本部長） 
〈変更後〉 河野	 晴彦 （専務執行役員	 設計本部長） 

 

清水建設株式会社 

〈変更前〉 栗山	 茂樹 （常務執行役員	 設計本部長） 
〈変更後〉 栗山	 茂樹 （専務執行役員	 設計本部長） 
 

前田建設工業株式会社	

〈変更前〉	 鈴木	 章夫（執行役員	 建築事業本部	 企画・開発設計部長）	

〈変更後〉	 鈴木	 章夫（執行役員	 建築事業本部	 企画・開発設計部長）	

	

株式会社竹中工務店 

〈変更前〉	 菅	 	 順二（執行役員	 設計本部長）	

〈変更後〉	 川合	 智明（執行役員	 設計本部長）	

	

	

       2017 年 11 月付 
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